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令和２年７月豪雨に関する 

特別委員会会議録 

 

令和４年１月２８日 金曜日 

  午前９時００分開議 

  午後４時３１分閉議（実時間４２分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．所管事務調査 

・令和２年７月豪雨に関する諸問題の調査 

（管内調査（坂本管内の現地調査）） 

（八代市坂本支所再建について） 

（八代市坂本町における防災拠点について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  上 村 哲 三 君 

副委員長  金 子 昌 平 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  北 園 武 広 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  谷 川   登 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

委  員  山 本 敬 晃 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 建設部 

  建設部次長     西   竜 一 君 

 総務企画部 

  理事兼復興推進課長 宮 川 武 晴 君 

  危機管理課長    西 村 一 章 君 

                              

○記録担当書記     村 上 政 資 君 

            森 田   亨 君 

 

（午前９時００分 開会） 

○委員長（上村哲三君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり） 

 それでは、定刻となり、定足数に達しました

ので、ただいまから令和２年７月豪雨に関する

特別委員会を開会いたします。 

                              

◎所管事務調査 

・令和２年７月豪雨に関する諸問題の調査 

（管内調査（坂本管内の現地調査）） 

○委員長（上村哲三君） それでは、特定事件

であります令和２年７月豪雨に関する諸問題の

調査を議題とし、調査を進めてまいります。 

 本日は、調査事項であります安心・安全な住

まいと暮らしの再建について、産業・経済の復

興について、防災・減災及び社会基盤の整備に

ついて、以上の調査事項に基づき、坂本管内の

現地調査及び所管事務調査２件について調査を

行うこととしております。 

 なお、先般、新型コロナウイルス感染症対応

のまん延防止等重点措置が県内に適用されてお

ります。そこで、新型コロナウイルス感染症対

策を徹底した上で、本日、調査を実施すること

といたしましたので、御理解、御協力のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、本日の日程につきましては、御覧

の日程表のとおりでございますが、管内調査の

行程等について執行部から説明を求めます。 

○建設部次長（西 竜一君） 皆さん、おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）建設部の西でございます。 

 私のほうから、本日の行程、現地調査の行程

について説明をさせていただきたいと思いま
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す。 

 恐れ入りますが、着座にて説明をさせていた

だきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

○委員長（上村哲三君） はい。 

○建設部次長（西 竜一君） 失礼します。 

 お手元に配付済みの第５回令和２年７月豪雨

に関する特別委員会管内調査行程表を御覧くだ

さい。 

 本日、この会が終わりましたら、早速出発し

ていただきまして、まず、合志野の災害公営住

宅予定地、その後、市ノ俣の災害復旧事業箇

所、それと中津道の災害公営住宅予定地、自治

公民館予定地を視察していただきまして、午前

中については以上で終わり、坂本温泉センター

クレオンのほうでお食事を取っていただきたい

と思っております。 

 午後につきましては、１２時５０分予定でク

レオンを出発しまして、百済来の災害復旧事業

箇所と藤本の藤本社会教育センターで災害公営

住宅予定地としての視察、自治公民館予定地の

視察をしていただきまして、坂本支所――旧庁

舎のほうですね――の周辺の事業予定箇所を視

察していただき、坂本支所――現仮庁舎のほう

に行っていただきましてＱ－ＡＮＰＩについて

説明をさせていただきたいと思っております。 

 その後、坂本支所を出発して鏡支所に戻り、

質疑・応答ということになるという行程で進ま

せていただきたいと思っております。 

 それで、この行程につきましてはですね、十

分時間を取っているつもりではございますが、

現地のほうがですね、交互通行等もありますの

で、多少、移動時間のずれが出てくると思いま

すので、それは現地のほうでですね、ちょっと

現場のほうの視察のほうで調整させていただき

たいと思いますので、御協力いただきたいと思

います。 

 それと、本日ここを出発しましてクレオンま

での間で、トイレというところがこの行程上ご

ざいませんので、１回だけ、合志野から市ノ俣

に行く間に坂本地域社会福祉センターのほうで

１回トイレ休憩というのを取りたいと思ってお

ります。できれば出発前にですね、用を足され

ていたほうがよろしいのかなというふうに考え

ております。 

 本日の行程については以上で説明を終わりま

す。よろしくお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） ただいまの日程につ

いて何か御質問等ありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 委員長が冒頭からです

ね、コロナの感染拡大の中で今回の管内調査を

実行されたということの御発言がありました。 

 執行部から今、説明がありましたが、よろし

ければですね、なるだけなら人と人との人流の

中で短期間で大体終わるように、そこら辺りを

心がけていただきたいと、委員長、私は思いま

す。よろしいですか。 

 これの附帯地域も、災害の復旧箇所等につい

てもですね、説明があると思いますけども、大

体大まかなところで、具体的には説明なくてか

らですね、ある程度短縮をしていただくように

要望しておきます。 

○委員長（上村哲三君） 分かりました。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） ないようでしたら、

管内調査のため、しばらく休憩いたします。 

（午前９時０５分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５２分 開議） 

○委員長（上村哲三君） 休憩前に引き続き、

令和２年７月豪雨に関する特別委員会を再開い

たします。 

 ただいま調査してまいりました坂本管内の現

地調査について、質疑、御意見等はございませ

んか。ございませんか。 

 なければ、以上で坂本管内の現地調査につい
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て――、ありますか。 

○委員（山本幸廣君） 何もないとはいきませ

んので。 

 今日の現地の視察をした中で、担当の方々、

特に早木住宅課長をはじめ、鶴本災害復旧課長

辺りも長時間にわたり説明いただきありがとう

ございました。 

 ただ、私も現地を見ながらですね、その場で

も御意見を述べたことだと思うんですけども、

要は、１２月の２１日に特別委員会があったと

きに、国・県と、そしてまたうちの担当も行っ

たんですけども、そのときのスケジュールをで

すね、完成完了までのスケジュール等々を説明

があった中でですね、今日の説明を聞く中で、

少しはやはり令和６年、それから、それ以降に

なるだろうと。 

 特に林務係辺りについてはですね、これから

だと思いますが、スケジュールにあんまり戸惑

いながらですね、仕事をしていただけないよう

にしたほうがいいんじゃなかろうかというふう

に感じました。危険箇所が、委員長、多かった

ということですね、早う言うてからね。そうい

うことで今日感じましたので、御意見という

か、発言でありますので、よろしくお願いした

いと思います。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、なけれ

ば、以上で坂本管内の現地調査についての管内

調査を終了いたします。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午後３時５４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５５分 本会） 

◎所管事務調査 

・令和２年７月豪雨に関する諸問題の調査 

（八代市坂本支所再建について） 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

 次に、令和２年７月豪雨に関する諸問題の調

査に関連して、２件、執行部から発言の申し出

があっておりますので、これを許します。 

 それでは、まず、八代市坂本支所再建につい

て説明願います。 

○理事兼復興推進課長（宮川武晴君） 皆様、

視察お疲れさまでございました。（｢お疲れさ

までした」と呼ぶ者あり）復興推進課の宮川で

ございます。 

 ただいまからですね、八代市坂本支所の再建

につきまして御説明をさせていただきたいと思

います。着座にて説明を、よろしくお願いしま

す。 

○委員長（上村哲三君） はい、どうぞ。 

○理事兼復興推進課長（宮川武晴君） それで

はですね、タブレットには、右肩に本日の日

付、特別委員会名称、それから所管事務調査、

総務企画部復興推進課、表題に、八代市坂本支

所再建についてと記載の資料を御表示いただけ

ればと思います。よろしいでしょうか。 

 表紙をおめくりいただきまして、まず、一昨

日、１月２６日、八代市支所周辺まちづくり学

識者懇談会、柿本教授から検討結果の報告が市

長へございましたので、その内容を説明させて

いただきたいと思います。 

 この学識者懇談会は、本年度６月補正予算で

御承認をいただきました支所周辺の測量などを

終えたところで、支所再編の具体化、併せて支

所周辺のまちづくりの検討を深化していくこと

とし、専門的かつ総合的な知見から御検討いた

だくために、坂本支所周辺まちづくり学識者懇

談会を開催したものでございます。 

 次のページをお開きください。 

 １の検討結果でございますが、よろしいでし

ょうか。 

 （１）土地利用計画は、県道より山側に支所

などや町機能を集約する案が望ましい。（２）
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建物配置パターンは、敷地条件などを踏まえ、

引き続き八代市で検討を行うこととされてござ

います。 

 主な理由につきましては、記載のとおり、河

川の洪水に対する安全性が高く、従来の生活サ

ービス拠点と一体的に整備されることにより、

利便性が高い創造的復興を進める観点から、新

たなまちづくりとしてふさわしいということで

ございました。 

 附帯意見といたしましては、２点、記載のと

おり、土地利用計画に関すること、建物配置パ

ターンに関することがございました。また、そ

の他といたしまして、２点、記載のとおり御意

見をいただいております。 

 次のページをお願いいたします。 

 土地利用計画のイメージ図でございます。被

災しました支所から県道より山側、方位的には

東側になりますが、支所やコミュニティーセン

ター、災害公営住宅、町機能を集約するという

考え方のイメージ図になってございます。支所

の跡地や坂本グリーンパークなどは、川に親し

む交流拠点、緑地などとしてございます。 

 なお、図面の下、中ほどの丸点線は、本復旧

されます坂本橋を示してございます。被災しま

した坂本橋から約１５０メートル上流側で整備

される計画となってございます。 

 下の段は、建物の配置パターンをお示しして

おります。イメージといたしまして、現時点で

検討しております３案を御提案したところでご

ざいます。Ａ案は、支所やコミセン、消防署を

平屋建てとした案。災害公営住宅を別棟として

おります。Ｂ案は、支所やコミセン、消防署を

合築、二階建てとしまして、災害公営住宅はＡ

案と同じく別棟という考え方です。Ｃ案につき

ましては、支所などの公共の部分と災害公営住

宅を一体的に建設するという案でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 参考資料といたしまして、懇談会の設置目

的、委員の氏名、それから、検討経緯等を掲載

してございます。 

 以上が学者懇談会での検討結果の御報告でご

ざいます。 

 次のページをお願いいたします。 

 次のここからはですね、学識者懇談会の資料

を御説明させていただきます。枚数も多くござ

いますので、要点を絞りまして簡潔に説明をさ

せていただきたいと思いますので、その点、御

了承いただければと存じます。 

 これまでの経緯でございますが、まずは丸印

の１つ目、坂本支所の再建位置について有識者

の皆様に御検討いただくため、八代市坂本支所

再建に係る有識者検討会を設置いたしまして、

昨年の２月４日と３月８日に２回開催させてい

ただいております。 

 ここで、支所再建に係る設定条件を基に、５

か所の候補地から再建位置の優先順位を御検討

いただき、併せて記載の附帯意見を３点いただ

いたところでございます。選定条件、附帯意見

につきましては記載のとおりでございます。 

 次に、丸印の２つ目、有識者検討会での検討

結果を踏まえまして、第６回八代市復興推進本

部会議を３月１６日に開催し、本市といたしま

して、支所の再建位置を現位置付近一帯として

決定をしたところでございます。主な意見や附

帯意見の対応は記載のとおりでございます。 

 次の丸印の３つ目、本年度に入りまして、坂

本支所周辺の賑わい再生に係る意見交換会を開

催しております。関係機関の皆様が一堂に会し

て意見交換を行っております。坂本支所の再建

に向け、支所周辺のまちづくりに、にぎわいの

再生に向けての方向性について皆様と共通認識

が図ることができたと考えてございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 支所周辺のまちづくりの全体イメージでござ

います。主要な施設や球磨川沿いの各集落の状

況をお示しした図でございます。支所周辺に
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は、球磨川を挟んで中学校、小学校があり、そ

の上流側、資料上は下のほうになりますが、道

の駅があり、その上流には温泉センターもある

と。 

 凡例をですね、右下のほうに表示してござい

ますが、黄色の枠囲みが輪中堤、宅地かさ上げ

ということで集落の再生を図ってまいります。

また、球磨川の右岸と左岸に青点線の枠囲みを

示しておりますが、こちらは附帯意見にもござ

いました、新たな防災拠点の設置エリアを想定

としてお示しをしてございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 この支所周辺のですね、まちづくりのイメー

ジ図（案）でございます。中央の赤い丸は坂本

支所、コミュニティーセンター、医療、金融、

各種団体など、町機能の集約をイメージしてい

るというものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 支所周辺の土地利用の比較案でございます。

市といたしましては、現地付近一帯ということ

で再建の方針でございます。懇談会では、具体

的な支所の再建位置について御議論いただくた

め３案を作成し、比較、検討を行っていただい

たところでございます。 

 パターンＡは、県道よりも山側の八代市が所

有している土地と民有地が混在している範囲で

ございます。パターンＢは、従来の支所とコミ

センがあった場所でございます。パターンＣ

は、グリーンパークさかもとの場所でございま

す。 

 次に、各再建場所のメリット、デメリット、

第１回懇談会の御意見については、記載のとお

りでございます。 

 パターンＡの一番下の欄は、土砂災害の対応

といたしまして、建物構造物、ピロティ形式に

よる対応を例としてお示しをしてございます。

また、Ｃにつきましては、第１回後の持ち帰り

審議の結果といたしまして、土地利用の比較か

ら除くとされてございます。主な理由などにつ

きましてはですね、また後ほど御確認をいただ

ければと存じます。 

 次のページをお願いいたします。 

 具体的な土地利用の検討を進めるに当たりま

して各施設の必要な面積を確認しなければなら

ないことになりますので、現段階で想定される

敷地面積の算定基礎でございます。表の下に合

計の面積を記載しておりますとおり、９９８０

平米、約１ヘクタールの面積を確保できるよう

土地利用の検討を進めております。 

 次のページをお願いいたします。 

 現地の地形、また、字図にパターンＡ、Ｂ、

Ｃを重ねた図面でございます。本市の所有地や

法人、個人の所有地の状況をお示しするために

作成したものでございます。参考として作成し

ているものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 具体的な土地利用計画案で、Ａ案とＢ案を作

成してございます。先ほど御説明いたしました

必要面積を確保できるか、その場合、土地利用

がどのような形になるか、関係機関も含めたと

ころで配置案を作成したものでございます。注

意書きとしましては、図のほうのですね、下に

記載しておりますとおり、関係機関の了承を得

ているものではございませんので、その点は御

注意いただければと存じます。 

 ２つの案の比較項目といたしまして、安全

性、経済性、利便性、期間の４つの視点から御

検討をいただいたところでございます。その結

果につきましては、先ほど御報告いたしました

とおり、山側のＡ案でございました。 

 次のページをお願いいたします。 

 こちらは建物の配置パターンの比較検討案で

ございます。イメージとして３案、先ほども御

確認いただきました案を提案したところでござ

います。計画の概要、面積、メリット、デメリ

ット、建設費、第１回の委員会での御意見等は
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記載のとおりでございます。また、こちらも細

かく書いてございますので、また後ほど御確認

をいただければと思います。 

 次のページからですね、参考資料を２つ掲載

させていただいております。支所を建設する場

合の基礎構造の考え方、次のページは、支所機

能と消防署を合築されている先行例を参考まで

に添付しております。また、末尾には、この懇

談会の要領を添付してございますので、またこ

ちらも後ほど御確認いただければと思います。 

 簡単ではございますが、説明は以上でござい

ます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） それでは、本件につ

いて、何か質疑、御意見等ありませんか。 

○委員（大倉裕一君） この支所の配置……、

再建の場所ですたいね。場所とか、あと機能と

か、そういったところを今、御説明いただいた

んですけど、専門委員会というんですかね、学

識者懇談会ですか、で方針が出されたというこ

とですよね。市のほうは、方針的にはこれを踏

襲するような形で進めていかれるのかなという

ふうに思って聞いとったんですけども、ここ

の、この特別委員会に何か求められるものとい

うのはないんでしょうか。 

○理事兼復興推進課長（宮川武晴君） 学識者

懇談会ではこのような結果でございましたけど

も、せっかくでございますので、各委員からも

御意見等を賜ればと思っております。 

○委員（大倉裕一君） ということであれば、

まだまだ変更の余地はありますよということな

んだろうというふうに思うんですけども、今の

個人的な意見としての話になりますが、今の場

所よりも、私は八竜小学校とか坂本中学校の校

舎を、校舎というか、学び舎を統合して、八竜

小学校を坂本支所というような位置づけでまち

づくりを進めていったほうが、坂本の人口減少

とか坂本の人たちのためになるんではないかな

というふうな思いを持っております。 

 それと、面積の話でもあったんですけど、金

融機関が、現行だけとかというふうに話なって

いるんですけど、銀行が旧銀行の敷地というこ

とで書いてあるんですけど、旧銀行だけという

ふうに縛りをつけるのはどうなのかなというふ

うに思っています。たまたま以前は、災害に遭

われたところは肥後銀行さんだけだったかもし

れませんけど、ほかの銀行さんとの取引のあら

れる住民の方もいらっしゃるのではないかとい

うことを考えると、ほかの金融機関にも入所を

されるようなですね、希望があるのかないの

か、そういったところを踏まえた中で話を進め

ていくべきではないかなというふうに思いま

す。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） 意見だよね。大倉委

員、意見ですよね。個人的な意見ということ

で、いわゆる。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（上村哲三君） そのようにお捉えい

ただければというふうに思います。 

 ほかにございませんか。 

○委員（山本敬晃君） 土地利用計画のＡ案の

山側の場合なんですけども、そのときの建物の

配置パターン、Ａ、Ｂ、Ｃ案、３つありますけ

ど、これ、どのパターンであってもイエローゾ

ーン対策ということで全てピロティ形式になる

という理解でよろしいでしょうか。 

○理事兼復興推進課長（宮川武晴君） イエロ

ーゾーンの建物に関しまして、法的に何らかの

対策を行わなければならないという義務はない

ということは、この学識者懇談会の中で確認を

してございます。やはり公共施設ということに

なりますので、そういったイエローゾーン対策

も行うとすればということで、このピロティ形

式を例示としてお示しをしてございます。 

 会の中では、例えば山側のほうに強固な建物

を建てる、ブロック塀とかですね、そういった
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もので土砂を防ぐという方法もあるだろうとい

う意見も出ておりますので、これ、今後、全て

をピロティ化するという意味ではございません

で、対応策の例でございますので。 

 今後、対応ということにつきましては、流出

土砂の量とかですね、そういったのの予測に基

づいてこのイエロー、レッドゾーンというのが

あるということでございましたので、また検討

をそこは進めていきたいと思っております。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（山本幸廣君） 検討に必要な条件等の

ところで説明はなかったんですけども、ちょっ

と今、開いたところが、必要面積の中で、坂本

支所、コミュニティーセンター、それから消防

署については建物面積というのは数字が出てい

ますね。それの中で敷地面積等についても、郵

便局、銀行、森林組合、商工会、医療、災害の

公営住宅等も敷地面積を数字で表してあるんで

すが、消防署までは大体うちの管轄ですから分

かるんですけども、その以降についての建物の

敷地面積については確認なされ、そして、まだ

今までかつて建物の面積等にも確認してないと

いう、この数字の見方でよろしいんですかね。

ちょっとお伺いしますけども。 

○理事兼復興推進課長（宮川武晴君） まず、

土地利用計画として、敷地をですね、どの程度

を準備しなければならないかというところから

敷地面積を検討してございますので、発災前の

敷地であったり現在の利用されている敷地など

を基にですね、この敷地面積を算定してござい

ます。 

 また、建物面積につきましては、またいろい

ろ、一緒に合築して入りたいというような御意

見が出ておりましたりしておりますので、実際

建物をですね、建てる支所、コミセン、消防署

は今、委員御指摘のとおり行政でございますの

である程度予測が立つと。ほかのとこはそれぞ

れ関係機関の御意向というのが大きく動きます

ので、この点については、建物面積までは記載

をしてございませんという意味でございます。 

○委員（山本幸廣君） そういう中で、前提と

して、今、説明の中で、パターンのＡからＢ、

Ｃのパターンの中で説明があったんですよね。

その中で、やはりそういう学識者の方々で検討

なされた中で、ある程度、建物面積というのは

やっぱ先方の考えもあると思うんですよ。ある

程度、建物面積が数字が出した中で、その敷地

面積から建物の面積というのは確認をした中で

ですね、やはり数字の中で再建というのをです

ね、パターンＡでいくのかＢでいくのかＣでい

くのかという、そういうことが絡んでくるんじ

ゃなかろうかなという私は思ったから今質問し

たんですよ。 

 これやったら、もしも建物の面積が数字が出

してないですから、よろしければ早めにです

よ、検討するようにしていただきたい。この検

討に必要な条件等ということで記載されてある

んだと私は思うんですよ。いかがですかね。 

○理事兼復興推進課長（宮川武晴君） まずは

建物を具体的にですね、どれくらいの規模を建

てていただくかというところもありますけど

も、繰り返しになりますが、必要な条件としま

しては、まず、敷地を確保しなければ箱も建ち

ませんので、その敷地面積のほうを先にです

ね、発災前の面積であったり、現在の利用状況

などを踏まえて記載をさせていただいておりま

す。 

 今、御指摘ありましたとおり、建物の敷地に

つきましては、どういった形で復興いただくか

というようなところもありますので、引き続き

検討のほうはさせていただきたいと存じます。 

○委員（山本幸廣君） 理解をしますが、よろ

しければ検討に必要な条件ということに記載し

てあるわけですけんでから、検討はしていただ

きたい、早めに。要望です。 
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○委員長（上村哲三君） よろしいですかね。 

○委員（橋本幸一君） 当初、各種団体の中で

複合施設みたいなという要望もあったんです

が、これから見ると、もうそれぞれ単独で敷地

面積を確保ということは、複合施設というのは

もう選択肢から外れたと考えてよろしいんです

か。 

○理事兼復興推進課長（宮川武晴君） これは

敷地面積は、やはりそれぞれ、繰り返しになり

ますが、発災前の敷地を基に、それぞれが仮に

独立して建てられたとしても確保できるという

意味でお示ししてございまして。（委員橋本幸

一君「ああ、もう最大限の面積という考えです

ね」と呼ぶ）そうです。そういうことですの

で、今おっしゃった複合施設という可能性はま

だ排除してございませんで、引き続き、今、意

見交換は個別で継続して行っておりますので。

そういった御意向も当然聞いておりますので、

また引き続き検討させていただきたいと思いま

す。（委員橋本幸一君「了解しました」と呼

ぶ） 

○委員長（上村哲三君） よろしいでしょう

か。（委員橋本幸一君「結構です」と呼ぶ） 

 ほかにはございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上で八

代市坂本支所再建についてを終了します。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午後４時１７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時１８分 本会） 

◎所管事務調査 

・令和２年７月豪雨に関する諸問題の調査 

（八代市坂本町における防災拠点について） 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

 次に、八代市坂本町における防災拠点につい

て説明願います。 

○危機管理課長（西村一章君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）危機

管理課、西村でございます。現地調査に引き続

き、どうぞよろしくお願いいたします。 

 恐れ入りますが、八代市坂本町における防災

拠点について、着座にて説明させていただきま

す。 

○委員長（上村哲三君） はい、どうぞ。 

○危機管理課長（西村一章君） 資料につきま

しては、八代市坂本町における防災拠点につい

て、資料１、資料２を配付させていただいてお

ります。 

 まず、資料１のほうを御覧いただきたいと思

います。 

 坂本町管内の指定避難所につきましては、赤

丸の箇所、全部で１０か所の避難所を指定し、

現在、運用を行っているところでございます。 

 それでは、八代市坂本町における防災拠点に

ついてを御覧ください。 

 １つ目の項目、避難先の確保に向けてでござ

いますが、まず、市指定避難所の機能充実とし

まして、先ほど御覧いただきましたとおり、１

０の避難所を指定している状況ではございます

が、一部の避難所におきましては空調やトイレ

等の設備の面で不十分なところもございますの

で、今後、設備の機能充実を図り、避難所にお

ける住環境の改善を図ってまいりたいと考えて

おるところでございます。 

 次に、自主運営避難所に対する支援としまし

ては、これまでの地区懇談会等におきまして、

指定避難所が遠過ぎるであったり、身近なとこ

ろに避難したいなどの御要望や御意見をいただ

いているところでございます。そこで市といた

しましては、地域や自主防災組織が自治公民館

などを活用して自主的に避難所運営を行ってい

ただく自主運営避難所に対し、水であったり食

料であったりといった物資などの支援を行うこ

ととし、このような身近な避難場所を確保する

ことで避難しやすい体制づくりを進めてまいり



 

－9－

たいと考えております。 

 次に、２つ目の項目、防災拠点となる施設の

整備についてでございますが、拠点の整備とし

まして、令和２年７月豪雨では、支所の水没に

よりまして支所機能が喪失いたしました。ま

た、現地対策本部も設置できず、加えて、道路

や通信の寸断も相まって、坂本町の被害状況の

把握に困難を極めました。このような経験か

ら、今後、再建する支所が機能を喪失した場合

でも確実に業務遂行ができる代替施設を右岸、

左岸に整備することとしておるところでござい

ます。 

 また、７月豪雨では、自衛隊、緊急消防援助

隊、警察など、迅速な救助活動に当たっていた

だきましたが、被災地において活動拠点を設け

ることができず、緊急支援物資も、市が協定を

締結していた物流倉庫からの輸送となったため

配送に時間がかかりました。このようなことか

ら、救助部隊等の活動拠点及び緊急支援物資の

集積拠点としても対応可能な防災拠点の整備を

計画しておるところでございます。 

 次に、防災拠点の位置でございますが、資料

１を御覧ください。 

 青印で、球磨川左岸側は、Ａと記載しており

ます田上社会教育センターを、右岸側は、Ｂで

記載しております、現在の坂本支所仮庁舎付近

というふうにしております。 

 恐れ入りますが、再び先ほどの説明資料、八

代市坂本町における防災拠点についてをお開き

ください。 

 資料の真ん中に位置の記載を掲載しておると

ころでございます。この位置を選定した理由で

ございますが、土地や建物のほとんどが市の所

有であること、ハザードマップ上における危険

区域でないこと、防災拠点への人、物を輸送す

る道路が複数あることなどを理由に選定してい

るものでございます。 

 次に、拠点施設に必要な機能についてでござ

いますが、先ほど御説明申し上げましたとお

り、自衛隊、警察、消防などの具体の活動拠

点、緊急物資の集積拠点、現地対策本部、支所

などの機能が必要と考えております。 

 なお、防災拠点の詳細な整備内容につきまし

ては、今後、住民の皆さんの御意見などを伺い

ながら検討を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 最後に、資料２をお願いいたします。 

 左岸、右岸の現況図をお示しさせていただい

ております。この図における太枠の線で囲んだ

場所が、防災拠点整備予定地としておるところ

でございます。左岸の田上社会教育センターに

おいては現施設を有効利用することとし、利用

施設として、旧校舎、体育館、グラウンドの利

用を考えております。右岸の坂本支所仮庁舎付

近におきましては、仮庁舎など現有施設の撤去

後、この跡地を活用して必要な施設の整備を行

いたいと考えております。 

 以上で八代市坂本町における防災拠点につい

ての説明を終わります。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（上村哲三君） それでは、本件につ

いて、何か質疑、御意見等ありませんか。 

○委員（大倉裕一君） まず、避難先の確保の

点なんですけれども、自主運営避難所を避難所

のほうとして認定をしたいというような感じで

の説明があったというふうに受け止めておりま

すけども、この点についてはですね、非常にい

いことだなと私自身は捉えております。 

 これは坂本町の点で説明をいただいたわけで

すけど、この話を全域に広げるということなの

か、坂本町に限ってということなのか、その点

をお聞かせいただければというふうに思いま

す。 

○危機管理課長（西村一章君） 今、委員御指

摘のとおり、最終的には全域に広げるというこ

とを想定して検討を進めてまいりたいというふ
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うに考えております。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） ぜひ今の方針でです

ね、市内全域に広げていただくような形を早期

に取れるように頑張っていただきたいというふ

うに要望しておきたいというふうに思います。 

 それから、引き続きよろしいでしょうか。 

○委員長（上村哲三君） はい。 

○委員（大倉裕一君） 防災拠点ということな

んですが、避難所との関係で、川を挟んでです

ね、北側、南側というんですかね、右岸側、左

岸側というふうな形でいったときに、今の仮の

坂本支所がある、仮設支所がある側ですね、の

ほうがやはり避難所というのが不足しているん

だろうというふうに思います。そこの不足部分

を、少し人口的なところも含めてですけども、

避難所の確保という部分で取組を進められると

ころがあればですね、進めていただければなと

いうふうに思います。 

 今お話を聞きましたので、自主避難所、自主

運営の避難所をですね、増やしていくというこ

とがありましたので、その点と含めて検討を進

めていっていただきたいと思いますけど、その

点についてはどのようなお考えなのかというこ

とをお聞かせいただきたいと思います。 

○危機管理課長（西村一章君） 右岸側の坂本

支所仮庁舎付近の防災拠点の機能の中で、避難

所機能としての避難所機能を付与するかという

御質問ですけれども、今の段階におきまして、

施設を造るという意見等につきましては、今

後、住民の皆さん方等の御意見等も伺いながら

進めていきたいというふうには考えております

が、少なくとも指定緊急避難場所、つまり一時

的にですね、その場所に一旦避難できるよう

な、そういった機能もですね、考えていかなけ

ればならないというふうに考えております。 

 それと、あと右岸側につきましては、委員の

御指摘のとおり、やはり避難所の数が人口の数

に比べて少のうございますので、その辺は先ほ

ども申し上げましたとおり、自主運営避難所等

の活用等も見越しながらですね、検討のほうを

進めさせていただきたいというふうに考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか、大

倉委員。（委員大倉裕一君「はい、ありがとう

ございます」と呼ぶ） 

 ほかにありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 八代市坂本町における

防災拠点について今説明があったんですが、大

倉委員の延長線になると思うんですけども、自

主運営避難所という理解というんですか、どこ

まで理解したらいいのかなという。 

 自主防災組織をつくっとる中で、それに対す

る水や食料等々、私は等と呼びたかったんです

けども、記載しているのは水と食料ということ

なんですけども、今までも避難所については水

と食料というのは市のほうからですね、提供な

されるし、その体制というのは万全にできてお

ると思います。 

 その中での自主運営避難所というのをです

ね、もう少し理解をできるようなですね、説明

というんですか、私もどういうのが避難所にな

るのかなというふうに、今までには地域ごとに

住民自治、コミュニティーセンターでやっとっ

たのがどのように変わるのかなという、細かに

そこそこの地域、自治校区じゃなくてから、町

内にそういう自主運営避難所を設立するのか、

そこら辺りはどうなんですかね。 

○危機管理課長（西村一章君） まさしくです

ね、自主運営避難情報の考え方といたしまして

は、これは昨年度の７月豪雨の際に、実は被災

地のほうで実際に自主運営避難所をですね、開

設していただいた実績がございます。内容につ

きましては、まさに地元の皆さん方が、そこに

いろんなですね、物資等も持ち寄って、自ら避
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難所を運営していただいたというようなところ

でございます。 

 最大の指定避難所との違いにつきましては、

指定避難所につきましては職員がですね、その

場に張りついて、いろいろとお世話をさせてい

ただくんですけども、地元のほうでやっていた

だく自主運営避難所につきましては、もうまさ

しく住民の皆さんが自ら率先してですね、運営

をやっていただくというようなイメージで考え

ております。 

 ですから、そういったところにつきましては

物資の面でですね、支援をさせていただきたい

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村哲三君） よろしいでしょう

か。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 以上で八代市坂本町

における防災拠点についてを終了します。 

 執行部は御退室ください。 

（執行部 退席） 

○委員長（上村哲三君） それでは次に、次回

の委員会の日程についてでは、３月定例会もご

ざいますので、事務局と日程等を調整した上で

委員の皆様に御連絡することに御異議ございま

せんでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上で本

日の委員会の日程は全部終了いたしました。こ

れをもって令和２年７月豪雨に関する特別委員

会を散会いたします。 

（午後４時３１分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和４年１月２８日 

令和２年７月豪雨に関する特別委員会 

委 員 長 
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